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千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

028 1002 事務事業名 学校給食事業 細事務事業名 学校給食に関する業務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校給食センター 係　　名 学校給食センター係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

２ 学校教育の充実 主要施策

非該当

公的関与

089-966-6322 メールアドレス kyusyoku@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（６）学校給食の充実

事業区分

事業の対象 幼・小・中の園児・児童・生徒 根拠法令 学校給食法・東温市学校給食センター設置条例

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目

事業の目的 最終的
子どもたちが、食についての正しい知識や食習慣を身
に付け、心身ともに健全な成長を促す重要な意義と役
割を担っていきます。

今年度
子どもたちが、食についての正しい知識や食習慣を身に付け
るための献立や、食育の指導を行います。

活動内容

給食の安全管理 給食物資納品・検収

献立作成

給食物資発注

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

学校給食における地産地消
の使用割合

センター使用野菜品目数分のセ
ンター使用東温市産野菜品目数
×１００

％
48 50 50 50

48.8 49.1

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 45,527 52,740 62,409

計(Ａ) 45,527 52,740 62,409

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.516 11,428 1.516 9,155 0.575 3,478

臨時職員工数・経費 0.742 1,263 0.742 1,350 0.900 1,687

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 58,217 63,246 67,574

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 学校給食センター係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

達成度 効率性

必要性 児童・生徒の心身の健全な発育のために必要な事業です。

有効性 栄養面はもちろん、食育の面でも給食の果たす役割は、非常に大きいです。

達成度
地場産食材使用のための組織作りなどを行ない、目標は達成しておりますが、季節外の食材等、揃わない物もありますので、更なる努力の必要
があります。

効率性 効率性だけを追求していく事業ではありませんが、コスト削減の余地については、考えていかなければならないと思われます。

当面の
課　題

給食センターでは、廃食用油を原料とするバイオディーゼルをボイラ燃料として使用し、「バイオマスエネルギーの地産地消」によるＣＯ２削減事
業に取り組んでいます。これによって得たＪ－ＶＥＲ（オフセットクレジット）の売却収入を、地場産給食・食育推進事業に充てていきます。事業の経
過を見極めての、今後の検討が必要です。

改　革
計　画

地場産給食・食育推進事業は、循環型農業の推進、東温市産米粉の利用促進と地産地消推進のための米粉パンの給食利用、裸麦やいちごな
どの特産品や、加工品の給食利用を計画しています。

今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

今後も地場産給食の推進を図り、安心で安全な給食の提供と、継続した食育の指導が必要です。

二次評価者 学校給食センター所長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性
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年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

22 23 24

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 3

028 1003 事務事業名 学校給食センター施設管理業務 細事務事業名 学校給食に関する業務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校給食センター 係　　名 学校給食センター係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

２ 学校教育の充実 主要施策

非該当

公的関与

089-966-6322 メールアドレス kyusyoku@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（６）学校給食の充実

事業区分

事業の対象 学校給食センターの施設 根拠法令 学校給食法

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目

事業の目的 最終的
給食センターを安全・快適に運用できるよう維持管理に
努めます。

今年度
給食センターを安全・快適に運用できるよう保守点検を実施
し、適切な修繕等を行っていきます。

活動内容

施設管理、備品管理、清掃業務、保守点検等を行ないます。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成22年度 平成23年度 平成24年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 8,512 9,749 12,933

計(Ａ) 8,512 9,749 12,933

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.100 754 0.323 1,951 0.250 1,512

臨時職員工数・経費 0.100 170 0.129 235 0.050 94

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 9,436 11,934 14,539

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 学校給食センター係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

達成度 効率性

必要性 より良い学校給食の充実を図るために、施設設備の管理は徹底して行う必要があります。

有効性 給食センターを維持していくためには、継続して行うことが必要です。

達成度 管理点検等はこまめに、衛生管理は、常に改善を加えながら行うようにしております。

効率性 複数年契約などを進めて、経費の節減を図っていきます。

当面の
課　題

６年目を向かえ、施設機器等の故障も多くなってきています。

改　革
計　画

適正な保守を行い、機器設備の効果的な修繕等を行います。

今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

施設の故障や修繕等が目立つため、施設全体の点検・検査を行い、改善を図る必要があります。

二次評価者 学校給食センター所長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性


